
器
の
壷
を
見
た
こ
と
が
あ
る
。
二
十
糎
ほ
ど
の
小
壷
で
肩
の
処
に

孔
か
Ｉ
つ
あ
け
ら
れ
て
い
た
。
器
全
体
に
赤
い
朱
か
、
ま
た
は
酸

化
鉄
が
つ
い
て
い
た
の
を
記
憶
し
て
い
る
。
そ
の
当
時
は
、
何
の

気
な
し
に
簡
単
な
実
測
図
を
作
っ
て
お
い
た
。
昭
和
五
十
九
年
に

　
『
別
府
市
誌
』
の
第
三
編
「
別
府
の
歩
み
」
の
第
一
章
「
ふ
る
さ

と
の
あ
け
ぽ
の
」
を
書
く
た
め
、
そ
の
実
測
図
を
大
騒
ぎ
し
て
家

さ
か
し
し
た
か
、
ど
こ
に
し
ま
っ
た
か
不
明
で
あ
っ
た
。
こ
の
土

器
こ
そ
、
日
本
最
古
の
水
銀
精
錬
の
釜
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

る
。
現
在
で
も
柴
石
の
赤
泥
の
層
か
ら
発
見
さ
れ
た
土
器
や
壷
を

保
存
し
て
お
ら
れ
る
方
を
ご
存
じ
の
人
は
、
ぜ
ひ
ご
教
示
を
賜
わ

り
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
そ
れ
は
、
別
府
市
の
古
代
が
宇
佐
神
宮
の
み
な
ら
ず
、
日
本
の

鉱
業
史
の
上
か
ら
、
考
古
学
的
に
も
重
要
な
意
味
を
も
つ
大
切
な

遺
物
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
で
あ
る
。

ヒ
ゲ
コ
と
い
ｙ
フ
名
の
カ
ゴ

日
名
子
　
洋
　
一

古
語
と
カ
ゴ
　
ヒ
ゲ
コ
と
い
う
と
何
を
想
像
し
ま
す
か
。

　
実
は
、
竹
の
ヒ
ゴ
で
編
ん
だ
カ
ゴ
の
古
語
で
す
。
古
語
の
カ
ゴ

　
（
万
葉
仮
名
）
に
は
、
カ
タ
ミ
（
加
太
美
）
　
・
シ
タ
ミ
（
之
太
美
）

　
・
イ
カ
キ
（
以
加
岐
）
等
が
あ
り
ま
す
か
、
ま
た
語
尾
が
○
○
コ

　
（
ま
た
は
○
○
ゴ
）
と
呼
ぶ
カ
ゴ
も
多
い
よ
う
で
す
。
参
考
ま
で

に
、
古
語
の
イ
カ
キ
と
は
蜘
蛛
の
巣
の
意
味
で
す
。
ザ
ル
の
一
種

で
菊
底
の
編
目
が
蜘
蛛
の
巣
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
転
化
し
て
イ

カ
牛
と
い
っ
て
い
ま
す
。

　
語
尾
に
コ
の
つ
く
カ
ゴ
の
例
は
、
奈
良
時
代
の
正
倉
院
の
御
物

の
花
筥
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
浅
型
の
花
筥
は
年
代
記
録
が
天
平
勝

宝
九
年
（
七
五
七
）
で
、
わ
が
国
最
古
の
カ
ゴ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

同
じ
時
代
の
東
大
寺
伝
来
と
い
わ
れ
る
全
球
型
の
華
簑
も
違
う
漢

字
を
書
き
ま
す
か
、
や
は
り
ケ
ゴ
と
い
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
、
日
本
書
紀
の
無
目
簑
、
古
事
記
の
ハ
目
荒
龍
、
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源
氏
物
語
の
薫
簑
・
鮭
龍
等
が
語
尾
に
コ
の
つ
く
カ
ゴ
で
す
。

　
本
稿
は
こ
の
古
語
の
カ
ゴ
の
う
ち
、
郷
土
の
史
料
に
記
載
さ
れ

た
ヒ
ゲ
コ
に
つ
い
て
分
析
し
解
明
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

大
友
と
髭
麹
　
近
代
以
前
の
わ
か
郷
土
の
カ
ゴ
の
史
料
は
僅
か
に

二
冊
で
す
。
　
そ
の
一
冊
は
江
戸
初
期
の
貝
原
盆
軒
の
豊
国
紀
行

に
あ
る
シ
ョ
ウ
ケ
ズ
す
。
シ
ョ
ウ
ケ
の
研
究
は
別
稿
で
詳
し
く
述

べ
る
予
定
で
す
が
、
今
一
冊
が
髭
龍
の
大
友
家
年
中
行
事
記
で
す
。

　
大
友
家
2
2
代
は
、
鎌
倉
か
ら
戦
国
時
代
（
一
一
九
三
～
一
五
九

三
）
ま
で
続
き
別
府
関
係
の
史
跡
や
古
文
書
も
多
く
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
髭
龍
の
史
料
は
、
郡
制
廃
止
記
念
に
編
纂
さ
れ
た
「
速
見

郡
史
（
註
１
）
」
の
中
の
大
友
家
年
中
行
事
記
か
ニ
カ
所
に
収
録

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
第
四
章
第
二
節
第
二
款
に
次
の
「
椀
飯
の

規
式
」
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
（
中
略
）
三
月
三
日
諸
大
名
よ
り
椀
飯
を
奉
る
、
山
家
よ
り

　
　
椀
飯
は
堆
子
・
山
鳥
・
小
鳥
・
兎
・
狸
い
づ
れ
も
百
宛
。
、
長

　
　
き
木
何
本
に
て
も
付
て
、
木
の
継
目
を
壱
人
扇
に
の
せ
て
出

　
　
る
、
（
中
略
）
菓
子
は
礼
馳
駆
百
宛
、
又
海
漫
よ
り
の
椀
飯

　
　
は
、
魚
百
宛
揃
、
（
中
略
）
木
類
多
に
付
て
其
継
目
々
々
一

　
　
人
宛
持
て
廣
庭
に
出
て
、
三
返
廻
り
作
法
を
調
で
、
何
も
御

　
　
峯
所
へ
納
る
。
五
月
五
ぷ
椀
飯
規
式
右
同
断
。
六
月
朔
日
椀

　
　
飯
規
式
同
じ
（
中
略
）

と
述
べ
て
い
る
。

　
こ
れ
を
カ
ゴ
中
心
に
要
約
す
る
と
①
こ
の
ヒ
ゲ
コ
自
体
か
プ
レ

ゼ
ン
ト
（
貢
進
）
で
は
な
い
。
②
菓
子
の
種
類
は
不
詳
で
す
か
、

中
に
入
れ
た
そ
の
菓
子
が
見
え
る
よ
う
に
ヒ
ゲ
コ
か
容
器
と
し
て

使
わ
れ
た
。
③
パ
ー
テ
ィ
（
椀
飯
規
式
）
の
前
段
で
の
セ
レ
モ
ニ

ー
に
と
し
て
ヒ
ゲ
コ
が
用
い
ら
れ
た
等
に
な
り
ま
す
。

室
町
か
ら
平
安
　
こ
の
大
友
家
の
風
俗
を
速
見
郡
史
は
、
そ
の
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

三
章
第
二
筋
第
四
款
第
二
項
で
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
ま
す
。
　
2
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き
ょ
う
れ
い
　
一

　
　
　
（
中
略
）
武
家
が
斯
る
節
日
の
貢
進
を
受
け
、
椀
飯
の
饗
楼
、

　
　
に
預
る
は
国
史
眼
に
も
足
利
義
漓
の
事
を
記
し
「
義
満
数
々

　
　
管
領
国
持
の
邸
に
臨
む
、
是
の
後
相
沿
ひ
て
例
と
な
り
、
毎

　
　
年
正
月
日
を
ド
し
将
軍
、
三
管
領
及
び
赤
松
・
山
名
・
京
極

　
　
の
邸
に
臨
み
、
椀
飯
の
饗
を
受
け
、
其
費
を
諸
国
に
課
し
国

　
　
銭
に
准
す
、
武
家
の
大
饗
纏
た
り
」
と
云
へ
ば
、
此
項
よ
り

　
　
一
般
の
風
と
な
れ
る
を
知
る
べ
し
。
此
節
食
は
往
々
民
間
に

　
　
て
も
行
は
れ
、
現
今
檀
中
か
汁
椀
と
て
講
中
に
僧
呂
を
饗
応

　
　
す
る
の
風
あ
る
は
皆
此
意
な
る
か
如
し
。
（
中
略
）



r
’
.
‘
‐
1
”
、
Ｉ
ｊ
ｌ
－
－
Ｑ
　
、

と
、
国
史
眼
（
註
２
）
を
引
用
し
て
室
町
初
期
の
足
利
義
満
（
一

三
五
八
～
一
四
〇
八
）
当
時
す
で
に
椀
飯
儀
式
が
附
加
税
の
性
格

を
も
っ
て
実
在
し
、
さ
ら
に
庶
民
間
に
も
汁
飯
行
事
を
関
連
す
る

と
し
て
説
明
し
て
い
ま
す
。

　
続
い
て
、
速
見
郡
史
は
、
同
項
に
次
の
よ
う
に
武
家
の
行
事
の

前
に
朝
廷
行
事
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
（
中
略
）
元
朝
廷
の
大
嘗
会
後
に
行
は
る
ｘ
辰
己
両
日
の
節

　
　
会
に
悠
紀
・
主
基
両
国
よ
り
献
る
多
米
都
物
、
若
く
ぱ
鮮
味

　
　
に
傲
ひ
た
る
も
の
な
る
べ
し
。
多
米
は
即
ち
美
味
の
意
に
し

　
　
て
、
之
に
は
酒
・
鮑
・
鮭
・
干
鳥
・
堆
・
輪
・
堅
魚
・
雑
魚

　
　
・
鮨
鮒
・
醤
等
を
献
り
、
鮮
味
は
堆
を
梅
ケ
枝
に
附
け
た
も

　
　
の
と
、
密
柑
と
栗
と
を
蝕
慨
に
入
れ
松
枝
に
附
け
た
る
も
の

　
　
と
に
て
、
献
国
の
国
司
並
膳
部
、
行
事
の
特
に
串
ゐ
ら
れ
、

　
　
之
を
執
り
て
庭
中
に
出
で
献
ず
る
を
常
と
す
。
（
中
略
）

と
以
寧
郷
記
や
台
記
（
註
３
）
等
を
引
用
し
て
、
武
家
の
行
事
と

違
っ
て
朝
廷
で
は
、
天
皇
即
位
後
初
め
て
の
新
嘗
祭
（
大
嘗
会
）

で
大
規
模
な
不
定
期
年
の
行
事
だ
っ
た
も
の
が
起
源
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
を
ヒ
ゲ
コ
関
係
で
要
約
す
る
と
①
髭
簑
に
入
れ
る
品
名
は
、

大
友
家
の
菓
子
だ
け
に
対
し
密
柑
・
栗
と
多
い
。
②
髭
憧
に
結
び

つ
け
る
棒
が
優
雅
に
も
松
枝
に
か
わ
っ
て
い
ま
す
。

源
氏
物
語
と
ヒ
ゲ
コ
　
文
学
の
面
で
も
、
こ
の
朝
廷
の
行
事
を
裏

付
け
る
資
料
と
し
て
源
氏
物
語
が
あ
り
ま
す
。
古
語
辞
典
（
註
４
）

を
抜
粋
す
る
と
、

　
　
北
の
お
と
ど
よ
り
（
中
略
）
ひ
げ
・
こ
ど
も
（
中
略
）
奉
り
給

　
　
へ
り

と
あ
り
、
源
氏
物
語
第
2
3
巻
の
「
初
音
」
に
蝕
簑
か
登
場
し
て
き

ま
す
。
作
者
の
紫
式
部
（
九
六
六
～
一
〇
ヱ
ハ
）
も
ヒ
ゲ
コ
を
知

っ
て
い
た
こ
と
は
、
大
嘗
会
以
外
に
ヒ
ゲ
コ
を
使
う
習
慣
が
貴
族

間
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
現
在
は
合
成
樹
脂
や
ネ
ッ
ト
に
変
っ
て
し
ま
っ
た
か
、
今
か
ら

四
半
世
紀
前
ま
で
は
病
気
見
舞
の
果
物
龍
や
駅
弁
売
り
の
身
竹
ヒ

ゴ
（
普
通
は
皮
竹
ヒ
ゴ
）
を
使
っ
た
密
柑
龍
と
違
っ
て
中
世
は
風

流
な
イ
メ
ー
ジ
が
強
調
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

髭
縫
か
裁
縫
か
　
こ
れ
ま
で
片
仮
名
で
ヒ
ゲ
コ
と
書
い
た
り
、
漢

字
で
髭
龍
と
か
鮮
龍
と
三
つ
で
表
現
し
て
き
ま
し
た
が
、
ヒ
ゲ
に

つ
い
て
少
し
分
析
し
て
み
ま
し
き
っ
。

　
　
ク
チ
ヒ
ゲ
↓
髭
。
ア
ゴ
ヒ
ゲ
↓
靉
。
ホ
ホ
ヒ
ゲ
↓
奮
。
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髭
は
鼻
と
口
の
間
に
生
え
ま
す
が
そ
の
手
入
れ
に
は
口
幅
部
分

は
短
く
、
両
口
幅
を
こ
え
る
部
分
は
ピ
ン
と
上
げ
る
か
長
く
ぶ
ら

下
げ
る
で
し
ょ
う
。
こ
れ
に
対
し
、
報
も
短
く
刈
り
込
ん
だ
り
、

長
く
伸
ば
す
こ
と
も
あ
り
、
ど
ち
ら
も
一
定
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
ヒ
ゲ
コ
の
ヒ
ゲ
に
は
ど
ち
ら
の
漢
字
を
使
う
の
か
適
切
で
し
ょ

う
か
。
カ
ゴ
の
部
位
を
示
す
通
称
は
、
下
か
ら
底
・
腰
立
ち
・
腰

・
胴
・
□
・
耳
・
手
な
ど
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
カ
ゴ
の
縁
は
こ
の

口
で
す
か
ら
、
口
の
回
り
の
ヒ
ゲ
の
漢
字
の
髭
・
報
の
ど
ち
ら
に

も
形
容
で
き
る
要
素
か
あ
り
ま
す
。

　
前
述
の
古
語
事
典
に
蝕
龍
と
表
現
し
て
、
さ
ら
に
別
名
を
「
ど

じ
ょ
う
か
ご
」
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ド
ジ
ョ
ウ
の
ヒ

ゲ
は
ク
チ
ヒ
ゲ
の
髭
の
よ
う
で
す
。
ど
ち
ら
に
せ
よ
、
表
現
す
る

人
び
と
の
主
観
性
や
慣
習
で
両
方
の
漢
字
が
使
用
さ
れ
て
い
る
よ

う
で
す
。
そ
こ
で
、
本
稿
は
、
史
料
の
引
用
以
外
に
は
ヒ
ゲ
コ
と

片
仮
名
で
表
現
し
ま
す
。

ヒ
ゲ
コ
の
原
形
　
カ
ゴ
の
規
格
や
寸
法
は
商
取
引
上
一
応
き
ま
っ

て
い
ま
す
が
、
誤
差
の
許
容
度
が
大
き
い
よ
う
で
す
。
こ
れ
は
ハ

ン
ド
・
メ
ー
タ
の
特
徴
で
工
芸
的
に
個
性
も
主
張
で
き
ま
す
が
、

反
面
ミ
ク
ロ
単
位
の
精
密
度
の
量
産
可
能
性
に
つ
い
て
は
短
所
に

な
り
ま
す
。
し
か
し
、
ヒ
ゲ
コ
も
中
に
入
れ
た
菓
子
‐
・
密
柑
・
栗

の
種
類
に
応
じ
て
自
在
に
形
状
が
変
っ
た
こ
と
も
推
測
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
。
Ｉ
ザ
ー
の
観
点
か
ら
、
あ
る
用
途
に
使
っ
て
い
た
カ
ゴ

　
（
原
形
）
を
別
の
用
途
に
利
用
し
て
い
る
と
、
使
い
易
い
よ
う
に

カ
ゴ
の
形
状
か
原
形
か
ら
変
化
す
る
も
の
で
す
。

　
そ
こ
で
、
ヒ
ゲ
コ
の
原
形
の
資
料
と
し
て
前
述
の
古
語
辞
典
か

ら
次
の
よ
う
に
抜
粋
し
て
み
ま
し
た
。

　
　
ひ
げ
こ
〔
鮭
簑
〕
　
（
名
）
　
　
竹
で
編
み
、
編
み
残
し
の
端

　
　
し
を
、
ひ
げ
の
よ
う
に
出
し
て
飾
り
と
し
た
か
ご
。
今
は
贈

-

り
物
を
入
れ
る
容
器
に
用
い
る
ほ
か
、
五
月
の
節
句
に
立
て
　
2
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一

る
幟
の
頭
に
つ
け
た
り
す
る
。
ど
じ
ょ
う
か
ご
。
ひ
げ
か
ご
。

〈伊曽保物語〉ひげこ



　
こ
の
資
料
の
う
ち
、
「
贈
り
物
を
入
れ
る
容
器
」
に
つ
い
て
は

近
代
に
は
提
手
を
つ
け
て
針
金
で
止
め
ヒ
ゲ
を
な
く
し
た
縁
に
変

形
し
、
最
近
で
は
合
成
樹
脂
製
の
ネ
ッ
ト
型
密
柑
袋
に
変
形
し
て

い
る
こ
と
は
理
解
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
五
月
の
端
午
の
節
句
に
立
て
る
「
幟
の
頭
に
つ
け
」
に

つ
い
て
考
察
し
ま
し
ょ
う
。
ま
ず
、
「
幟
」
と
は
大
相
撲
や
歌
舞

伎
の
力
士
名
や
俳
優
名
を
染
め
抜
い
て
戸
外
に
立
て
る
旗
の
意
味

で
す
。
今
で
も
農
村
で
鐘
旭
様
や
義
経
等
を
染
め
抜
い
た
幟
を
見

か
け
ま
す
。

　
と
こ
ろ
か
「
頭
に
つ
け
」
と
は
ポ
ー
ル
（
竿
）
の
先
端
に
つ
け

る
こ
と
で
、
今
の
デ
パ
ー
ト
等
で
売
っ
て
い
る
鯉
幟
の
矢
車
か
一

般
的
で
す
。
こ
の
景
気
が
よ
い
が
騒
音
に
な
り
か
ね
な
い
矢
車
に

対
し
て
、
自
給
自
足
的
な
ヒ
ゲ
コ
（
西
日
本
が
多
い
）
や
杉
の
葉

　
（
東
日
本
か
多
い
）
の
頭
が
少
数
と
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
し

ょ
う
。
こ
の
幟
の
竿
頭
に
つ
け
た
ヒ
ゲ
コ
と
菓
子
等
を
入
れ
た
ヒ

ゲ
コ
の
原
形
と
し
て
の
前
後
関
係
は
さ
ら
に
今
後
の
研
究
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

　
も
う
一
つ
ヒ
ゲ
コ
の
原
形
を
推
理
し
て
み
る
と
、
箇
松
明
に
な

る
で
し
ょ
う
。
昔
の
龍
松
明
は
、
か
な
り
需
要
か
あ
っ
た
は
ず
で

す
。
そ
の
製
法
は
太
い
マ
ダ
ケ
の
先
端
を
数
本
に
割
り
中
に
松
脂

を
塗
っ
た
木
片
を
入
れ
カ
ヅ
ラ
で
束
ね
て
そ
の
先
を
ヒ
ゲ
コ
状
に

し
て
作
り
ま
す
。

　
今
も
簑
松
明
の
伝
統
は
、
各
地
に
残
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
龍

松
明
が
伝
承
さ
れ
て
い
る
行
事
は
、
毎
年
三
月
こ
一
日
の
奈
良
東

大
寺
二
月
堂
の
お
水
取
り
か
有
名
で
す
。
ま
た
、
別
府
の
近
郊
で

も
六
郷
満
山
で
知
ら
れ
る
国
東
半
島
各
地
の
「
修
正
鬼
会
」
の
行

事
に
伝
統
と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
。

ヒ
ゲ
コ
の
工
人
と
産
地
　
大
友
の
ヒ
ゲ
コ
の
工
人
の
推
理
は
、
前

述
の
龍
松
明
の
よ
う
な
カ
ゴ
と
い
え
な
い
原
形
か
ら
進
歩
し
た
と

い
う
仮
説
か
ら
類
推
す
る
と
、
当
時
は
農
民
か
七
～
八
割
で
し
た

か
ら
器
用
な
農
民
な
ら
習
練
す
れ
ば
技
術
的
に
は
可
能
に
な
り
ま

す
。
し
か
し
、
当
時
の
需
要
頻
度
か
ら
考
察
す
る
と
工
人
生
産
と

見
る
べ
き
で
し
ょ
う
。
こ
の
工
人
の
存
在
を
当
時
の
別
府
湾
奥
の

要
因
か
ら
類
推
し
ま
す
と
。

　
　
出
大
友
居
館
の
あ
っ
た
大
分
市
域
は
陥
没
で
知
ら
れ
る
瓜
生

　
　
　
島
の
地
形
の
よ
う
に
遠
浅
海
岸
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
　
ぶ
大
型
船
の
寄
港
地
浜
湧
浦
の
存
在
は
、
真
偽
は
と
も
か
く

　
　
　
大
友
初
代
と
2
2
代
の
両
方
に
史
料
が
あ
り
ま
す
。
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閣
浜
脇
台
地
に
は
大
友
別
館
跡
も
あ
り
、
ヒ
ゲ
コ
に
限
ら
ず
　
　
　
う
。

　
　
　
別
府
市
域
に
入
湯
客
の
カ
ゴ
需
要
か
予
測
で
き
ま
す
。

　
　
㈲
前
述
の
速
見
郡
史
の
京
都
か
ら
の
ヒ
ゲ
コ
伝
来
説
か
ら
下

　
　
　
洛
時
の
武
家
・
船
頭
が
ヒ
ゲ
コ
を
持
ち
帰
っ
た
か
、
彼
ら

　
　
　
の
口
述
に
よ
り
地
元
工
人
の
再
製
も
推
理
で
き
ま
す
。

の
諸
事
項
か
ら
仮
説
を
た
て
る
こ
と
が
で
き
て
も
確
証
か
な
い
。

　
ま
た
、
大
友
当
時
の
カ
ゴ
産
地
の
可
能
性
に
つ
い
て
は
、

　
　
出
別
府
周
辺
の
竹
の
植
生
は
、
台
地
や
山
に
マ
ダ
ケ
林
と
、

　
　
　
海
岸
や
平
野
に
メ
ダ
ケ
林
と
標
高
差
特
性
が
み
ら
れ
ま
す
。

　
　
閣
昭
和
初
期
の
大
分
県
下
小
規
模
カ
ゴ
産
地
の
地
形
特
徴
（
註

　
　
　
５
）
は
、
マ
ダ
ケ
林
の
点
在
す
る
谷
筋
に
あ
り
ま
す
。

　
　
圀
明
治
期
の
別
府
大
規
模
カ
ゴ
産
地
の
地
形
も
朝
見
川
支
流

　
　
　
（
河
内
川
・
山
田
川
）
の
扇
状
地
と
い
え
ま
す
。

と
産
地
形
成
を
考
察
し
て
み
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
を
実
証
す
る
史

料
か
あ
ま
り
に
も
不
足
し
て
い
ま
す
。

ヒ
ゲ
コ
の
生
産
工
程
　
ヒ
ゲ
コ
を
技
術
的
に
分
析
す
る
資
料
と
し

て
前
掲
の
古
語
辞
典
の
挿
入
図
か
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
縦
5
0
～
7
0

セ
ン
チ
の
巾
着
型
を
し
て
、
ヒ
ゲ
の
も
と
を
竹
枝
で
結
び
、
編
目

の
隙
間
が
荒
い
図
で
す
。
と
の
図
を
基
本
に
推
理
し
て
み
ま
し
ょ

　
先
ず
現
在
の
カ
ゴ
の
生
産
工
程
は
、
大
別
す
る
と
次
の
順
序
に

な
り
ま
す
。

　
　
①
準
備
（
材
料
づ
く
り
等
）
工
程
↓
②
編
組
工
程
↓
③
縁
仕

　
　
げ
工
程
↓
④
塗
り
・
染
色
工
程

　
今
の
工
人
は
美
術
作
家
・
伝
統
工
芸
士
は
勿
論
殆
ん
ど
の
技
能

者
が
こ
の
四
工
程
を
一
貫
し
て
ひ
と
り
で
処
理
し
ま
す
。
し
か
し
、

昭
和
初
期
ま
で
の
量
産
同
形
カ
ゴ
の
工
程
は
、
爺
ち
ゃ
ん
が
縁
仕

上
げ
工
程
、
父
ち
ゃ
ん
か
準
備
工
程
、
母
ち
ゃ
ん
と
子
（
弟
子
）

か
綿
紡
工
程
と
分
担
す
る
パ
タ
ー
ン
が
主
体
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

勿
論
綿
組
の
チ
ュ
。
ク
は
父
ち
ゃ
ん
の
役
割
で
す
。
こ
の
例
は
技

術
の
習
得
難
易
度
を
単
的
に
表
現
し
て
い
ま
す
。
カ
ゴ
の
生
産
工

程
の
技
術
難
易
度
は
、
③
↓
①
↓
②
の
工
程
の
順
序
に
な
る
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。
も
う
一
つ
は
カ
ゴ
の
損
壊
部
位
が
縁
に
多
い
と

い
う
技
術
的
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
工
程
か
ら
ヒ
ゲ
コ
を
考
察
す
る
と
ヒ
ゲ
コ
は
高
度
な

技
術
を
必
要
と
す
る
カ
ゴ
で
は
な
い
よ
う
で
す
。
む
し
ろ
、
一
度

き
り
の
使
い
捨
て
贈
呈
容
器
の
使
命
の
た
め
に
労
力
を
節
約
し
た

生
産
工
程
と
し
て
縁
の
形
が
ヒ
ゲ
に
な
っ
た
と
推
理
で
き
ま
す
。
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ヒ
ゲ
コ
の
編
組
技
法
　
最
後
に
、
ヒ
ゲ
コ
の
編
目
に
つ
い
て
考
察

し
ま
し
ょ
う
。
編
組
技
法
を
昭
和
4
2
年
の
全
国
工
芸
連
合
部
会
の

編
組
統
一
用
語
（
註
６
）
で
説
明
す
る
と
、
カ
ゴ
の
編
目
は
9
6
種

類
で
８
系
統
に
分
か
れ
ま
す
。
こ
の
８
系
統
の
う
ち
隙
間
の
荒
い

あ
じ
ろ

網
代
・
ご
ざ
目
・
縄
目
・
菊
の
４
系
統
は
、
ヒ
ゲ
コ
の
対
象
に
な

り
ま
せ
ん
。
残
り
４
系
統
4
3
種
類
に
つ
い
て
分
析
し
て
み
ま
す
と
、

次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
　
田
ヒ
ゲ
コ
の
構
造
か
ら
四
つ
目
系
の
「
四
つ
目
」
か
「
菱
四

　
　
　
つ
目
」
が
指
摘
で
き
ま
す
。
四
つ
目
系
で
も
複
雑
な
編
目

　
　
　
は
無
理
で
し
ょ
う
。

　
　
圀
ハ
つ
目
系
の
「
六
つ
目
」
も
有
力
で
し
ょ
う
。
た
だ
四
つ

　
　
　
目
系
か
ヒ
ゴ
縦
横
二
本
の
交
差
の
基
調
に
対
し
、
六
つ
目

　
　
　
系
は
ヒ
ゴ
右
斜
め
・
左
斜
め
・
横
三
本
交
差
で
六
角
形
の

　
　
　
間
隙
を
基
調
と
し
て
ま
す
。
こ
の
点
ヒ
ゴ
を
多
く
使
い
、

　
　
　
手
聞
か
か
か
る
の
二
つ
の
難
点
か
あ
り
ま
す
。

　
　
圀
カ
ゴ
を
最
短
時
間
で
編
め
る
技
法
は
六
つ
目
系
の
「
み
だ

　
　
　
れ
」
の
変
種
の
四
海
波
（
別
府
の
地
方
名
・
註
７
）
で
す
。

　
　
　
し
か
し
、
こ
の
特
徴
は
縁
が
共
縁
の
波
型
で
す
か
ら
ヒ
ゲ

　
　
　
コ
の
対
象
外
で
し
ょ
う
。

　
　
㈲
輪
孤
系
や
八
つ
目
系
の
技
法
は
高
技
術
で
す
か
ら
ヒ
ゲ
コ

　
　
　
に
該
当
す
る
可
能
性
は
少
い
と
い
え
ま
す
。

お
わ
り
に
　
現
存
し
な
い
ヒ
ゲ
コ
を
テ
ー
マ
と
し
て
本
稿
の
前
半

は
速
見
郡
史
を
中
心
に
少
な
い
史
料
か
ら
分
析
し
、
後
半
の
ヒ
ゲ

コ
の
原
形
の
項
以
降
で
カ
ゴ
の
現
況
と
の
比
較
の
観
点
か
ら
仮
説

や
太
祖
な
推
理
を
展
開
し
ま
し
た
。
ヒ
ゲ
コ
の
研
究
も
多
く
の
人

び
と
の
協
力
に
よ
り
達
成
さ
れ
る
も
の
で
、
本
稿
は
そ
の
端
緒
に

過
ぎ
ま
せ
ん
。
こ
の
点
付
記
し
て
ヒ
ゲ
コ
研
究
の
進
展
を
期
待
い

た
し
ま
す
。

　
註

１
　
志
手
環
「
速
見
郡
史
」
大
分
県
速
見
郡
教
育
会
　
大
正
1
4
年

２
　
重
野
安
釈
ほ
か
「
国
史
眼
」

３
　
藤
原
道
長
・
祀
「
合
祀
」

４
　
守
随
憲
治
ほ
か
「
古
語
辞
典
」
旺
文
社
　
昭
和
4
0
年

５
　
地
形
特
徴
は
大
分
県
別
府
産
業
工
芸
試
験
所
の
早
野
久
雄

　
　
前
所
長
の
見
解
で
は
宇
佐
市
麻
生
、
安
心
院
町
、
院
内
町
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ず
よ
し

　
　
庄
内
町
、
三
重
町
、
竹
田
市
と
指
摘
し
、
工
藤
員
功
氏
は
そ

　
　
の
著
書
（
「
あ
る
く
み
る
き
く
」
日
本
観
光
文
化
研
究
所
・
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一
九
三
五
・
五
・
瓶
7
5
）
で
三
光
町
佐
知
、
宇
佐
市
山
口
、

　
　
豊
後
高
田
市
、
杵
築
市
、
大
分
市
の
野
田
・
宗
方
・
胡
麻
鶴

　
　
等
の
谷
筋
産
地
を
あ
げ
て
い
る
。

６
　
編
組
統
一
用
語
は
、
そ
の
後
次
の
図
書
で
複
製
さ
れ
た
。

　
　
日
本
工
芸
技
術
協
会
「
編
組
」
デ
ザ
イ
ン
資
料
　
昭
和
5
3

　
　
年
３
月

７
　
四
海
波
は
、
毎
年
四
月
上
旬
朝
見
神
社
の
拝
殿
で
行
う
竹
ま

　
　
つ
り
の
「
献
簑
の
儀
」
に
使
う
た
め
神
楽
殿
で
白
装
束
の
工

　
　
人
が
青
竹
で
作
る
四
つ
目
底
の
大
型
カ
ゴ
で
す
。
又
観
光
宣

　
　
伝
の
竹
カ
ゴ
教
室
で
ミ
ニ
チ
ャ
ー
の
四
海
波
が
教
材
に
な
っ

　
　
て
い
ま
す
。

地
頭
竃
門
氏
に
つ
い
て

　
　
「
内
竃
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
地
名
字
が
あ
る
。
亀
川
に
あ
る
国

立
別
府
病
院
　
・
亀
川
小
学
校
　
・
亀
川
駅
な
ど
新
川
以
北
は
ほ

ぽ
大
宇
内
竃
で
あ
る
。
此
処
の
地
名
は
本
来
は
「
内
竃
門
」
で
あ

っ
た
。
そ
の
地
名
の
意
味
す
る
の
は
古
代
：
甲
世
と
宇
佐
八
幡
の

神
宮
寺
で
あ
る
弥
勒
寺
の
荘
園
で
あ
っ
た
「
竃
門
荘
」
の
中
央
部

に
位
置
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　
か
っ
て
、
鎌
倉
・
室
町
・
戦
国
時
代
に
か
け
て
こ
の
竃
門
荘
を

中
心
に
勢
力
を
張
っ
た
豪
族
竃
門
氏
や
竃
門
荘
に
つ
い
て
考
え
を

述
べ
て
み
た
い
。

土
　
屋
　
公
　
照

竃
門
荘
の
成
立

　
源
平
の
争
乱
を
書
い
た
「
元
暦
文
治
記
①
」
と
い
う
本
の
中
に

竃
門
荘
の
成
立
に
つ
い
て
、
次
ぎ
の
よ
う
な
記
述
か
あ
る
。

　
一
寺
領
之
事
　
豊
後
国
南
北
浦
部
十
八
ケ
所
　
此
内
竃
門

　
　
荘
百
町
者
　
聖
武
天
皇
天
平
勝
宝
元
年
己
丑
六
月
二
十

　
　
日
被
載
宸
筆
御
起
請
文
畢
　
最
初
御
奉
寄
之
間
　
異
干
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